
平成２９年度 加賀地区中学校体育大会兼県体予選会 バスケットボール競技 要項 
 
１ 主  催  加賀地区中学校体育連盟 
        加賀市教育委員会   小松市教育委員会 能美市教育委員会  白山市教育委員会 
        野々市市教育委員会 金沢市教育委員会 かほく市教育委員会 津幡町教育委員会 
２ 主  管  加賀地区中学校体育連盟バスケットボール競技部 
               加賀市中学校体育連盟 小松市中学校体育連盟 能美中学校体育連盟  
        白山野々市中学校体育連盟 金沢市中学校体育連盟 河北郡市中学校体育連盟  
３、後  援  北國新聞社 加賀市体育協会 小松市体育協会 能美市体育協会 白山市体育協会 
              野々市市体育協会 金沢市体育協会 かほく市体育協会 津幡町体育協会 
４ 期  日  ６月１７日（土）・１８日（日）・１９日（月） ３日間 
５ 会  場   ６／１７（土）…山中健民体育館 物見山体育館 若宮体育館 
                野々市スポーツセンター 津幡運動公園体育館 宇ノ気体育館 
                ６／１８（日）…山中健民体育館 物見山体育館 
                野々市スポーツセンター 津幡運動公園体育館 
                ６／１９（月）…金沢市総合体育館 
６ 参加資格 1) 選手は、加賀地区中学校体育連盟加盟の中学校に在籍する生徒で、学校長が参加を認めた者とする。 

2) 各学校１チームとする。 
        3) １チームの編成は、男女とも引率責任者１名・コーチ１名・アシスタントコーチ１名・マネージャー１

名選手１５名の計１９名以内とする。 
        4) 複数校の合同チームの参加にあっては、石川県中学校体育連盟の規定に準じる。 
７ 引率責任者 1) 引率責任者・コーチは該当校の校長・教員（非常勤は除く）であること。 
  及びコーチ 2) 本大会では外部指導者（アシスタントコーチ）をおくことができる。ただし、外部指導者 
         （アシスタントコーチ）は、出場校の校長が認めた者１名とし、成人であり、かつ、加賀地区中体連に

登録されたものとする。（各郡市の定められた期日までに各郡市中体連を通じての登録が必要）また、
試合中は大会本部の発行する「外部コーチ」証を携帯すること。 

       3)マネージャーは、当該校の教員または生徒とする。 
８、参 加 数 

 かほく・河北 金 沢 白山野々市 能 美 小 松 加 賀 合計 

男子 ５ ２３ ７ ４ ６ ５ ５０ 

女子 ４ １９ ８ ３ ６ ２ ４２ 

計 ９ ４２ １５ ７ １２ ７ ９２ 

９ 競技規則 1) ２０１７年 日本バスケットボール協会競技規則による。 
2) 試合球は、男子が日本バスケットボール協会検定球７号、女子は同６号とする。 

10 競技方法 1) 男女ともトーナメント方式による優勝戦とする。 
              2) 男女とも上位８チームは石川県大会への出場権を得る。また、３回戦で敗れた８チームで 

トーナメント方式による代表決定戦を行い、上位３チームが石川県大会への出場権を得る。 
11 表  彰 １位には優勝杯・賞状、２位には準優勝杯・賞状、３位には賞状を授与する。 
12 県大会出場枠 県体への出場チームは、男女とも１１チームとする。 
13 参加申込 1) 申込方法 所定の参加申込書を下記ホームページからダウンロードし必要事項を入力して、プリントア

ウトしたものを校長印捺印のうえ、 平成２９年５月２９日（月）に抽選会場に持参すること。またプロ
グラム用データは平成２９年５月２９日（月）までに下記メールアドレスまで送信すること。 

 
ホームページ： http://ishikawa.japanbasketball.jp/junior/index.html（石川県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会中体連のページ） 
メールアドレス：okashin7@kec.hakusan.ed.jp（加賀地区専門委員長・岡山） 
 

2) 問い合わせ 小松市立南部中学校 岡山 信太郎  TEL (０７６１)－４４－２５６０ 
 
14 そ の 他 1) 閉会式は会場にて優勝決定戦終了後に行う。（開会式は行わない。） 
        2) 組合せ番号の若いチームは、オフィシャル席に向かって右側のベンチとし、原則として淡色のユニフォ

ームを着用すること。 
              3) 選手変更については、大会第１日目の自チームの試合開始１時間前までに、各会場の本部まで文書で申

し出ること。 
              4) 各会場の使用上の諸注意、マナーをしっかり守ること。 
              5) 中学生としてふさわしくない行為があった場合は直ちに専門部で協議し、場合によってはコーチ、Ａコ

ーチあるいは選手、チームの出場を認めない場合もあり得る。 
              6) 帯同審判員を必ず参加申込書に記入すること。（最低１名） 

なお、大会１日目に審判を出来ない者は帯同審判員として入れないこと。あらかじめ都合の悪い日が
事前にわかっている場合は、参加申込書の帯同審判の「備考」欄に記入すること。 

7) 帯同審判員の県協会に登録している資格（ライセンス）を参加申込書に記入すること。 

http://ishikawa.japanbasketball.jp/junior/index.html

